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（e.g., Ward & Jenkins, 1965）。
　他方で、ΔPモデルに従わない随伴性判断
が行われる場合があることも報告されてい





















とが報告されている（e.g., Alloy & Abramson, 





































































































































































た[b = 63.35, t (36) = 3.281, p = .002; adjusted R2 
= .209]。24％条件では、回帰係数が有意では
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